
協議会名：愛知県公共交通協議会 バス対策部会
評価対象事業名：陸上交通に係る地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統）

運営
主体

運行
事業者

運行区間 Ｒ７
計画

Ｒ７
実績

平均
乗車
密度

運行
回数

Ｒ６
実績

Ｒ７
実績

01名古
屋
05瀬
戸・
日進・
豊明
11新城

豊
鉄
バ
ス
㈱

豊
鉄
バ
ス
㈱

20
新城名
古屋藤
が丘線

新城市民病院西
〜

長久手古戦場駅

・鳳来寺山の行楽シーズンにあわせ名古屋
圏お客様をターゲットとした新聞広告を掲
載しＰＲ
・長久手市運賃助成キャンペーンチラシの
窓口配布及びHPで広報を実施

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標19653
実績19775
達成率100.6%

沿線市にて実施した利
用促進キャンペーンに
よる

20.7 21.1 7.3 2.9 41.4 40.6

高速乗合バスとして新城市と名古屋市及び長久手市を結ぶ
路線で、すべての利用者が市を跨ぐ利用をしており広域的
な路線の役割を果たしている。利用者は、新城市から名古
屋への通勤・通学や名古屋圏から新城市への観光（特に鳳
来寺山の紅葉シーズン）で利用されている。新城市民の長
久手市内や日進市内の大学等への移動手段のほか、名古屋
市内から新城市への観光利用があると考えられる。主とし
て、新城市から名古屋市、長久手市への通勤、通学、通
院、買い物などの生活に必要不可欠な移動手段になってい
る。長久手古戦場駅停留所は、長久手市内を走行するリニ
モ長久手古戦場駅と隣接しているほか、併設されたバス
ロータリーに隣接市のコミュニティバスや、名鉄バスも乗
り入れており、乗り継ぎ拠点として多くの方に利用いただ
いている。

・奥三河地域住民への周知を充実させ、引き続き、利用促
進を図る必要がある
・令和7年3月に導入した交通系ＩＣカードのＰＲに努め、
利用者利便性向上を図る
・沿線市と協力し、名古屋圏のイベントにてＰＲを実施す
る
・交通エコライフの取組を進め、公共交通利用促進を実施
する
・藤が丘商店街との繋がりを生かし、名古屋圏のイベント
でのＰＲを継続して行う。また、長久手市でのイベントに
積極的に参加し周知活動に取り組む
・乗降調査の情報から移動ニーズを把握する
・事業者及び新城市と連携し、キャンペーンチラシの配布
や市主催のイベント等での周知を行うなど引き続き、利用
促進に取り組む

01名古
屋
07小
牧・
犬山・
江南

あ
お
い
交
通
㈱

あ
お
い
交
通
㈱

30

勝川あ
いち航
空
ミュー
ジアム

勝川駅
〜

あいち航空
ミュージアム

・県営名古屋空港へのアクセスとしてホー
ムページなどでPRを実施
・令和７年8月21日よりクレジットカード
のタッチ決済による支払いを可能とし、旅
客の利便性向上を図った
・春日井市シティバスマップへ当該路線を
掲載し、公共交通利用促進のＰＲ

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

B

目標70000
実績58279
達成率83.3%

減便による他機関への
シフト

28.0 37.4 4.4 8.5 51.8 42.9

春日井市及び豊山町内のみの利用は少なく、ほとんどの利
用者が春日井市と豊山町を跨ぐ利用となっている。豊山
町、春日井市間のみならず、鉄道路線へ乗り継ぐことで複
数市町村への移動が可能となっており、重要な役割を果た
している。地域を跨いでの利用が利用者のほとんどを占
め、広域的な路線の役割を果たしている。

・ホームページ、関係市町との連携等によるPR活動の強
化
・春日井市シティバスマップへの掲載を継続し、公共交通
利用促進をPR
・公共交通マップの作成を継続し、広報やイベント等での
利用促進ＰＲに取組むとともに、事業者との調整を図る

02豊橋

豊
鉄
バ
ス
㈱

豊
鉄
バ
ス
㈱

11

伊良湖
支線
（福祉
Ｃ堀
切）

渥美病院
〜

保美

・沿線市と協力し、技能実習生を対象とし
た多言語チラシのＰＲ
・観光客向けに、便利でお得な企画切符
(デジタルチケット)の造成
・菜の花ガーデンへの路線延長
・市内高校生への通学定期券の購入助成を
継続実施
・多言語チラシ配架（３か国追加 計５か
国語）
・観光地（菜の花ガーデン）への路線延伸

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標48445
実績53073
達成率109.6%

定期外利用者の増加
17.8 21.8 2.7 8.1 31.8 33.3

旧町を跨いでの利用が利用者の８割以上を占め、広域的な
路線の役割を果たしていると考えられる。これらの利用者
は、起点にある渥美病院への通院や田原駅への鉄道利用者
や成章高校、渥美農業高校、福江高校への通学利用者が大
部分と考えられる。朝夕の高校生の通学利用者が大部分を
占めている。日中は高齢者の渥美病院等への通院や外国人
住民の田原市街地での買い物で利用されている。

・観光客向けに、便利でお得な企画切符の造成
・周辺観光地のまつり期間中の平日も運行する
・令和7年3月に導入した交通系ＩＣカードのＰＲに努め、
利用者利便性向上を図る
・市内高校生への通学定期券購入助成を継続して実施。ま
た、助成額を３割から５割に増額
・中学生・高校生対象の利用促進事業（パンフレット配布
等）を実施
・期間限定の観光地までの路線延伸
・サイクルラックバス実証実験の実施
・東三河MaaSいこまいの推進によるデジタル環境の充実
の取り組みを行う
・支線沿いの地域住民等と意見交換

02豊橋

豊
鉄
バ
ス
㈱

豊
鉄
バ
ス
㈱

14

伊良湖
本線
（渥美
病院休
暇村明
神）

渥美病院
〜

伊良湖岬

・沿線市と協力し、技能実習生を対象とし
た多言語チラシのＰＲ。
・観光客向けに、便利でお得な企画切符
(デジタルチケット)の造成
・市内高校生への通学定期券の購入助成を
継続実施
・多言語チラシ配架（３か国追加 計５か
国語） Ａ

計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標65145
実績70851
達成率108.8%

定期外利用者の増加
25.2 29.1 2.8 10.4 35.7 33.4

旧町を跨いでの利用が７割以上を占め、広域的な路線の役
割を果たしていると考えられる。これらの利用者は、起点
にある渥美病院への通院や田原駅への鉄道利用者や成章高
校、渥美農業高校、福江高校への通学利用者が大部分と考
えられる。朝夕の高校生の通学利用者が大部分を占めてい
る。日中は高齢者の渥美病院等への通院や外国人住民の田
原市街地での買い物で利用されている。

・観光客向けに、便利でお得な企画切符の造成
・沿線市と協力し、技能実習生を対象とした多言語チラシ
や利用促進パンフレットの配布
・令和7年3月に導入した交通系ＩＣカードのＰＲに努め、
利用者利便性向上を図る
・市内高校生への通学定期券購入助成を継続して実施。ま
た、助成額を３割から５割に増額
・中学生・高校生対象の利用促進事業（パンフレット配布
等）を実施する
・期間限定の観光地までの路線延伸
・サイクルラックバス実証実験の実施
・支線沿いの地域住民等と意見交換
・東三河MaaSいこまいの推進によるデジタル環境の充実
の取り組みを行う

⑥複数市町村を跨ぐ系統/
幹線系統としての役割

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業） （案）

⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

輸送量(人) 収支率(％)

№、系統名

①補助対象事
業者等

②事業概要 ③前回（又は類似事業）
の事業評価結果の反映状

況

④事業実施の適
切性

⑤目標・効果達成状況

【計画目標指標：利用者数】

Ａ：達成

Ｂ：未達成

Ｃ：目標の半数にも満たず

資料１



運営
主体

運行
事業者

運行区間 Ｒ７
計画

Ｒ７
実績

平均
乗車
密度

運行
回数

Ｒ６
実績

Ｒ７
実績

⑥複数市町村を跨ぐ系統/
幹線系統としての役割

⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

輸送量(人) 収支率(％)

№、系統名

①補助対象事
業者等

②事業概要 ③前回（又は類似事業）
の事業評価結果の反映状

況

④事業実施の適
切性

⑤目標・効果達成状況

【計画目標指標：利用者数】

Ａ：達成

Ｂ：未達成

Ｃ：目標の半数にも満たず

02豊橋

豊
鉄
バ
ス
㈱

豊
鉄
バ
ス
㈱

16

伊良湖
本線
（豊橋
保美）

豊橋駅前
〜

保美

・沿線市と協力し、技能実習生を対象とし
た多言語チラシのＰＲ
・観光客向けに、便利でお得な企画切符
(デジタルチケット)の造成
・豊橋市市内の公共交通情報を掲載した公
共交通マップを作成し、市内主要施設、観
光案内所、公共交通イベント等での配布、
HP掲載等で周知

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標78471
実績82637
達成率105.3%

定期外利用者の増加

21.6 24.4 3.1 7.9 34.6 33.1

旧町を跨いでの利用が利用者の約4割を占め、広域的な路
線の役割を果たしていると考えられる。これらの利用者
は、起点にある渥美病院への通院や田原駅への鉄道利用者
や成章高校、渥美農業高校、福江高校への通学利用者が大
部分と考えられる。主に豊橋市内で完結する通勤・買い
物・通院などの移動手段となっている。朝夕の高校生の通
学利用者が大部分を占めている。日中は高齢者の渥美病院
等への通院や外国人住民の田原市街地での買い物で利用さ
れている。

・観光客向けに、便利でお得な企画切符の造成
・沿線市と協力し、技能実習生を対象とした多言語チラシ
や利用促進パンフレットの配布
・令和7年3月に導入した交通系ＩＣカードのＰＲに努め、
利用者利便性向上を図る
・交通系ICカードの普及を図る
また、MaaS推進によるデジタル環境の充実の取組を行う
・市内高校生への通学定期券購入助成を継続して実施。助
成額を３割から５割に増額した
・中学生・高校生対象の利用促進事業を実施
・期間限定の観光地までの路線延伸
・サイクルラックバス実証実験の実施
・支線沿いの地域住民等と意見交換
・東三河MaaSいこまいの推進によるデジタル環境の充実
の取り組みを行う

02豊橋 豊
鉄
バ
ス
㈱

豊
鉄
バ
ス
㈱

17
豊川
（体育
館前）

豊橋駅前
〜

豊川体育館前

・沿線市の公共交通イベント時に、ＩＣ
カード利用時の乗り方教室の実施
・豊橋市市内の公共交通情報を掲載した公
共交通マップを作成し、市内主要施設、観
光案内所、公共交通イベント等での配布、
HP掲載等で周知

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

B

目標58663
実績49159
達成率83.8%

定期利用者の減少

25.3 29.2 4.5 6.5 91.0 82.4

市を跨いでの利用が利用者の約３割を占め、広域的な路線
の役割を果たしていると考えられる。これらの利用者は、
豊橋市、豊川市相互間の通勤利用者が大部分と考えられ
る。主に豊橋市、豊川市への通勤・買い物・通院などの移
動手段となっている。主として豊橋市、豊川市相互間の通
勤利用など、住民の生活の足として利用されている。

・令和7年3月に導入した交通系ＩＣカードのＰＲに努め、
利用者利便性向上を図る
・交通系ICカードの普及を図る
・MaaS推進によるデジタル環境の充実の取組を行う
・交通系ＩＣカード導入前後の周知を徹底し、利用促進を
行う

02豊橋

豊
鉄
バ
ス
㈱

豊
鉄
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18

豊川
（イオ
ン病
院）

豊橋駅前
〜

豊川市民病院
〜

イオンモール豊
川
〜

豊川駅前

・沿線市の公共交通イベント時に、ＩＣ
カード利用時の乗り方教室の実施
・豊橋市市内の公共交通情報を掲載した公
共交通マップを作成し、市内主要施設、観
光案内所、公共交通イベント等での配布、
HP掲載等で周知 Ａ

計画通りの運
行が実施され
ている。

B

目標110383
実績103843
達成率94.1%

定期外利用者の減少 24.9 33.6 4.1 8.2 53.6 62.5

市を跨いでの利用が利用者の約３割を占め、広域的な路線
の役割を果たしていると考えられる。これらの利用者は、
豊橋市、豊川市相互間の通勤利用者が大部分と考えられ
る。主に豊橋市、豊川市への通勤・買い物・通院などの移
動手段となっている。主として豊橋市、豊川市相互間の通
勤・通院・買い物利用など、住民の生活の足として利用さ
れている。

・令和7年3月に導入した交通系ＩＣカードのＰＲに努め、
利用者利便性向上を図る
・交通系ICカードの普及を図る
・MaaS推進によるデジタル環境の充実の取組を行う
・交通系ＩＣカード導入前後の周知を徹底し、利用促進を
行う

02豊橋 豊
鉄
バ
ス
㈱

豊
鉄
バ
ス
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19

豊川
（イオ
ンモー
ル豊
川）

豊橋駅前
〜

イオンモール豊
川

・沿線市の公共交通イベント時に、ＩＣ
カード利用時の乗り方教室の実施
・豊橋市市内の公共交通情報を掲載した公
共交通マップを作成し、市内主要施設、観
光案内所、公共交通イベント等での配布、
HP掲載等で周知

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標66284
実績68394
達成率103.2%

定期利用者の増加

33.1 34.7 4.4 7.9 60.7 66.1

市を跨いでの利用が利用者の約４割を占め、広域的な路線
の役割を果たしていると考えられる。これらの利用者は、
豊橋市、豊川市相互間の通勤利用者が大部分と考えられ
る。主に豊橋市、豊川市への通勤・買い物・通院などの移
動手段となっている。主として豊橋市、豊川市相互間の通
勤・通院・買い物利用など、住民の生活の足として利用さ
れている。

・令和7年3月に導入した交通系ＩＣカードのＰＲに努め、
利用者利便性向上を図る
・交通系ICカードの普及を図る
・MaaS推進によるデジタル環境の充実の取組を行う
・交通系ＩＣカード導入前後の周知を徹底し、利用促進を
行う

02豊橋
11新城 豊
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15 新豊
豊橋駅前

〜
新城富永

・沿線市の公共交通イベント時に、ＩＣ
カード利用時の乗り方教室の実施
・豊橋市市内の公共交通情報を掲載した公
共交通マップを作成し、市内主要施設、観
光案内所、公共交通イベント等での配布、
HP掲載等で周知
・ 新城市バスマップに新豊線の時刻表を
掲載し、市内の主要施設で配布
・個人ごとの行先の希望に応じた時刻表を
作成する「マイバス時刻表」を継続して実
施

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

B

目標176959
実績149055
達成率84.2%

定期外利用者の減少 40.4 39.0 4.2 9.3 37.7 39.4

市を跨いでの利用が利用者の約3割を占め、広域的な路線
の役割を果たしていると考えられる。これらの利用者は、
豊橋市、豊川市相互間の通勤利用者、大型商業施設等への
買い物や豊川市民病院への通院利用者が大部分と考えられ
る。主に豊橋市、豊川市への通勤・買い物・通院などの移
動手段となっている。 豊川市主として豊橋市、豊川市相
互間の通勤・通院・買い物利用など、住民の生活の足とし
て利用されている。新城市から乗り換えなしで豊川市民病
院や大型商業施設へ行くことができる路線であるため、通
院や買い物に利用されている。

・令和7年3月に導入した交通系ＩＣカードのＰＲに努め、
利用者利便性向上を図る
・交通系ICカードの普及を図る
・MaaS推進によるデジタル環境の充実の取組を行う
・交通系ＩＣカード導入前後の周知を徹底し、利用促進を
行う。利用者の利便向上を図る
・個別の要望に基づくマイバス時刻表の作成の継続、公共
交通に関心のある地域住民によるコミュニティバスとの乗
り継ぎお出かけツアーの実施を促す

03岡崎
09刈
谷・安
城・碧
南・西
尾

名
鉄
バ
ス
㈱

名
鉄
バ
ス
㈱

4
岡崎・
安城

名鉄東岡崎駅
〜

矢作橋
〜

ＪＲ安城駅

・HP、CentXなどのスマートフォンで時
刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・岡崎市公共交通マップの作成・配布

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標45039
実績61924
達成率137.5%

定期外の利用者数が増
加したため

23.3 27.0 2.2 12.3 32.3 31.6

両地区を跨ぐ利用者の内訳は、通勤定期6.1％、通学定期
0.0％、ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽを利用する高齢者18.2％、現
金、ICSFの定期外75.8％。路線自体の利用者数は減少し、
市町村を跨ぐ利用者も減少している。

・HP、スマートフォンでの路線・時刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの情報提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲを積極的
に実施し、昼間帯の利用促進を図る
・公共交通マップの作成・配布等、現在実施している取組
みを継続して行う
・時刻表、バスマップ、公共交通活用ガイド冊子等への掲
載を継続するとともに、大型商業施設と連携した交通系IC
カードを活用した利用促進策の周知を図る



運営
主体

運行
事業者

運行区間 Ｒ７
計画

Ｒ７
実績

平均
乗車
密度

運行
回数

Ｒ６
実績

Ｒ７
実績

⑥複数市町村を跨ぐ系統/
幹線系統としての役割

⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

輸送量(人) 収支率(％)

№、系統名

①補助対象事
業者等

②事業概要 ③前回（又は類似事業）
の事業評価結果の反映状

況

④事業実施の適
切性

⑤目標・効果達成状況

【計画目標指標：利用者数】

Ａ：達成

Ｂ：未達成

Ｃ：目標の半数にも満たず

03岡崎
09刈
谷・安
城・碧
南・西
尾

名
鉄
東
部
交
通
㈱

名
鉄
東
部
交
通
㈱

28

岡崎・
西尾
（青
野）

東岡崎(藤田医
大)
〜

下青野
〜

西尾

・路線沿線の施設の移設・増加など、環境
の変化に合わせて令和６年１２月１日にダ
イヤ改正を実施
・お客さまに安心してご利用いただけるよ
うに定期券のＩＣ化実施
・岡崎市公共交通マップの作成・配布等を
行い、地域住民へ周知を図った Ａ

令和７年９月
５日の台風１
５号による運
休以外の運休
はなかった。

A

目標162405
実績163690
達成率100.8%

manaca導入による利
便性向上、沿線環境の
変化

63.5 66.8 4.1 16.3 48.2 48.7

岡崎市中心部（東岡崎駅）からＪＲ岡崎駅を経由してある
いは藤田医大からＪＲ岡崎駅を経由して西尾市中心部へ至
る市域を跨ぐ路線であり、地域住民の日常生活における交
通手段を確保している。岡崎市から西尾市への通院・通学
等の移動手段として利用されていると考えられる。各市域
内での移動が多く見られるが、岡崎方面への通勤・通学利
用や、岡崎市の病院への通院や商業施設への利用など広域
的な利用も見られる。

・利用者の利便が向上する運行に努めていく。定時運行確
保のため、道路状況の把握に努め、沿線市町とも協議をし
ていきたい
・藤田医大系統、東岡崎系統の両方について改善余地がな
いかダイヤ等の検討
・公共交通マップの作成・配布等、現在実施している取組
みを行う
・公共交通マップ、総合時刻表作成
・「いこまいかー」から乗り継ぎ利用ができるということ
のPR
・外国籍住民を対象にした多言語対応のパンフレット配布
・乗り方教室等を通じたバス利用のＰＲ

03岡崎
09刈
谷・安
城・碧
南・西
尾

名
鉄
東
部
交
通
㈱

名
鉄
東
部
交
通
㈱

29

岡崎・
西尾(西
尾市民
病院）

岡崎駅西口
〜

西尾市民病院
〜

西尾

・路線沿線の施設の移設・増加など、環境
の変化に合わせて令和７年４月１日にダイ
ヤ改正を実施
・お客さまに安心してご利用いただけるよ
うに定期券のＩＣ化実施
・岡崎市公共交通マップの作成・配布等を
行い、地域住民へ周知を図った

Ａ

令和７年９月
５日の台風１
５号による運
休以外の運休
はなかった。

A

目標91592
実績101834
達成率111.2%

manaca導入による利
便性向上、沿線環境の
変化

35.9 40.6 3.5 11.4 38.5 47.3

ＪＲ岡崎駅と西尾市中心部を結ぶ市域を跨ぐ路線であり、
沿線には藤田医大病院、西尾市民病院、西尾東高校があり
通院、通学・通院の足として地域住民の移動手段を確保し
ている。岡崎市から西尾市への通勤・通学等の移動手段と
して利用されていると考えられる。各市域内での移動が多
く見られるが、岡崎方面への通勤・通学利用や、岡崎市の
病院への通院や商業施設への利用など広域的な利用も見ら
れる。

・利用者の利便が向上する運行に努めていく。定時運行確
保のため、道路状況の把握に努め、沿線市町とも協議をし
ていきたい
・藤田医大系統、若松町系統の両方について改善余地がな
いかダイヤ等の検討を継続
・公共交通マップの作成・配布等、現在実施している取組
みを継続して行う
・デマンド型乗合タクシーとの乗り継ぎ利便性の周知を図
る
・公共交通マップ、総合時刻表作成
・「いこまいかー」から乗り継ぎ利用ができるということ
のPR
・外国籍住民を対象にした多言語対応のパンフレット配布
・乗り方教室等を通じたバス利用のＰＲ

03岡崎
10豊田 名

鉄
バ
ス
㈱

名
鉄
バ
ス
㈱

1 大沼

名鉄東岡崎駅
〜

岡崎北工前
〜

大沼

・HP、CentXなどのスマートフォンで時
刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・岡崎市公共交通マップの作成・配布 Ａ

計画通りの運
行が実施され
ている。

B

目標50527
実績46844
達成率92.7%

シルバーパス、ゴール
ドパスの利用者数が落
ち込んだため。

15.1 17.3 3.1 5.6 32.7 30.5

両市を跨ぐ利用者の内訳は、通勤0.0％、通学12.5％、ｺﾞｰ
ﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽを利用する高齢者9.4％、現金、ICSFの定期
外78.1％。鉄道駅（東岡崎）の利用者、中心市街地部への
買物等のための利用者が大部分と考えられる。 岡崎市豊
田市南東部地域住民の東岡崎駅への移動や沿線高校への通
学にも利用されていると考えられる。市町村を跨いでの移
動は減少したものの、通学利用の割合が増加していること
から、学生を中心に岡崎市への移動手段としての役割が大
きくなってきている。

・HP、スマートフォンでの路線・時刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの情報提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲを積極的
に実施し、昼間帯の利用促進を図る
・公共交通マップの作成・配布等、現在実施している取組
みを継続して行う
・豊田市バスマップに当該路線の情報を掲載し、利用促進
を図る

03岡崎
10豊田 名

鉄
バ
ス
㈱

名
鉄
バ
ス
㈱

2
岡崎・
足助

名鉄東岡崎駅
〜

細川
〜

足助

・HP、CentXなどのスマートフォンで時
刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・岡崎市公共交通マップの作成・配布

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標124534
実績132393
達成率106.3%

通学定期、シルバーパ
ス・ゴールドパス、定
期外の利用者数が増加
したため

32.3 33.9 4.3 7.9 45.0 39.6

両地区を跨ぐ利用者の内訳は、通勤定期9.6％、通学定期
23.1％、ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽを利用する高齢者25.0％、現
金、ＩＣＳＦの定期外42.3％。路線自体の利用者数は減少
したが、市町村を跨ぐ利用者は増加しており、岡崎市内で
の利用者が大部分と考えられる。 豊田市から岡崎市内の
沿線学校への通学利用が多いと考えられる。また豊田市内
の足助・香嵐渓への観光目的の利用も多い。市町村を跨い
での利用者が増加していることから、通勤・通学のほか観
光等の利用者の移動手段としての役割が大きいと考えられ
る。

・都市間の交流を促進するために必要な路線であるため、
豊田市と協調して維持及び改善を図っていく必要がある
・公共交通マップの作成・配布等、現在実施している取組
みを継続して行う
・豊田市バスマップに当該路線の情報を掲載し、利用促進
を図る

05瀬
戸・
日進・
豊明

名
鉄
バ
ス
㈱

名
鉄
バ
ス
㈱

5
日進中
央

赤池駅
〜

日進市役所
〜

長久手古戦場駅

・HP、スマートフォンでの時刻検索シス
テム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・市HPでの本路線の周知
・公共交通ガイドブックを作成、配布
・市イベント等でのチラシ配布
・尾三地区合同のバスイベントを実施

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

B

目標128977
実績126417
達成率98.0%

通勤定期、通学定期の
利用者数が落ち込んだ
ため

58.5 61.5 4.1 15.0 54.4 52.8

両地区を跨ぐ利用者の内訳は、通勤定期8.3％、通学定期
4.8％、ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽを利用する高齢者4.8％、現金、
ICSFの定期外82.1％。路線自体の利用者数は増加している
が、市町村を跨ぐ利用者は減少している。日進市南西部の
赤池駅と北部の長久手古戦場駅を結び、住民の南北移動の
軸となっている。交通結節点を結ぶ他、コミュニティバス
とも接続し、幹線として重要な役割を担う路線であり、幹
線として重要な役割を担う路線である。

・HP、スマートフォンでの路線・時刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの情報提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲを積極的
に実施し、昼間帯の利用促進を図る
・近隣市と接続のある路線の交通事業者と連携を図りなが
ら、イベントの開催や情報紙の発行などを行い、市民に隣
接市へアクセスできることを周知する



運営
主体

運行
事業者

運行区間 Ｒ７
計画

Ｒ７
実績

平均
乗車
密度

運行
回数

Ｒ６
実績

Ｒ７
実績

⑥複数市町村を跨ぐ系統/
幹線系統としての役割

⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

輸送量(人) 収支率(％)

№、系統名

①補助対象事
業者等

②事業概要 ③前回（又は類似事業）
の事業評価結果の反映状

況

④事業実施の適
切性

⑤目標・効果達成状況

【計画目標指標：利用者数】

Ａ：達成

Ｂ：未達成

Ｃ：目標の半数にも満たず

05瀬
戸・
日進・
豊明 名

鉄
バ
ス
㈱

名
鉄
バ
ス
㈱

6
星ヶ
丘・豊
田

赤池駅
〜

御岳
〜

イオン三好店ア
イモール前

・HP、スマートフォンでの時刻検索シス
テム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・時刻表を市役所窓口等で配布
・近隣市町が実施した本路線利用促進イベ
ントの周知
・ 東郷町、名鉄バス㈱及びみよし市が連
携してバス利用促進イベント（車両展示、
乗車体験等）を実施
・沿線の商業施設と連携した利用促進モデ
ル事業を実施

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標34963
実績43966
達成率125.8%

定期外の利用者数が増
加したため 16.9 22.7 3.5 6.5 37.0 45.0

市町域を跨ぐ内訳は、通勤4.8％、通学0.0％、ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙ
ﾊﾞｰﾊﾟｽを利用する高齢者6.5%、現金、ICSFの定期外
88.7％。路線自体の利用者数は増加し、市町村を跨ぐ利用
者も増加している。イオンモール三好店、プライムツリー
赤池への買い物移動需要を支える他、赤池駅に接続するこ
とにより、広域移動を確保する重要な路線である。名古屋
方面への交通手段、また、市外からの来訪客の交通手段と
して重要な役割を果たしている。利用者の大多数が近隣市
の拠点である赤池駅及びイオン三好店への交通手段として
機能しており、沿線地域住民の重要な役割を果たしてい
る。

・HP、スマートフォンでの路線・時刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの情報提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲを積極的
に実施し、昼間帯の利用促進を図る
・赤池駅、東郷町の大型商業施設開業後の利用状況等につ
いて、沿線市町と情報共有を行う
・市HP、広報等を用い、本路線のPRを行い、公共交通利
用促進に努める
・商業施設等において、近隣市町と交通事業者が連携した
利用促進イベントを実施するとともに、引き続きイオン三
好ショッピングセンター内にバスマップを設置する
・商業施設や近隣市と連携してバス利用促進イベントや周
知啓発を実施する。また、庁舎内及び公民館等の町施設に
路線案内チラシを配架し、周知を図る

05瀬
戸・
日進・
豊明

名
鉄
バ
ス
㈱

名
鉄
バ
ス
㈱

7
愛知医
科大学
病院

長久手古戦場駅
〜

愛知医科大学病
院
〜

尾張旭向ヶ丘

・HP、スマートフォンでの時刻検索シス
テム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・市主催イベントや市内商業施設等でルー
トマップや時刻表を配布

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標49997
実績54649
達成率109.3%

通勤定期の利用者数が
増加したため

18.5 19.7 1.7 11.6 31.6 25.1

両地区を跨ぐ利用者の内訳は、通勤定期13.2％、通学定期
13.2％、ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽを利用する高齢者1.1％、現
金、ICSFの定期外72.5％。路線自体の利用者数は減少して
いるが、市町村を跨ぐ利用者は増加している。長久手高校
への通学、愛知医大への通院、長久手市方面への移動と
いった本市を南北に移動するための重要な路線となってい
る。尾張旭市駅と長久手古戦場駅を結ぶ路線であり、交通
結節点同士を結ぶ幹線として重要な役割を担う路線であ
る。

・HP、スマートフォンでの路線・時刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの情報提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲを積極的
に実施し、昼間帯の利用促進を図る
・イベント、ルートマップ・時刻表の配布等により、利用
促進を図る
・バスロケーションシステムによる運行情報の提供を行い
利便性向上を図る
・長久手市と接続のある路線の交通事業者と連携を図りな
がら、イベントの開催や情報紙の発行などを行い、市民に
隣接市へアクセスできることを周知する

05瀬
戸・
日進・
豊明

名
鉄
バ
ス
㈱

名
鉄
バ
ス
㈱

8
本地ヶ
原

藤が丘
〜

愛知医科大学病
院
〜

瀬戸駅前

・HP、スマートフォンでの時刻検索シス
テム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・市主催のイベントや市内の商業施設、転
入者用パンフレットへの同封等でルート
マップや時刻表を配布

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標103125
実績117871
達成率114.3%

通勤定期の利用者数が
増加したため 37.2 37.2 4.6 8.1 69.2 69.3

両地区を跨ぐ利用者の内訳は、通勤定期5.6％、通学定期
17.4％、ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽを利用する高齢者5.2％、現
金、ICSFの定期外71.9％。路線自体の利用者数は減少し、
市町村を跨ぐ利用者も減少している。瀬戸市民、尾張旭市
民、長久手市民の名古屋市内や愛知医大への移動手段とし
ての利用が考えられ、名古屋市内から愛知医大への通院利
用が多い状況にある。沿線住民の鉄道駅への接続及び通院
や買い物の足としても利用されてる。交通結節点同士を結
んでおり、幹線として重要な役割を担う路線である。

・HP、スマートフォンでの路線・時刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの情報提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・交通エコライフの取組を進め、公共交通利用促進を実施
する
・ホームページやコミュニティバス車内などを通じて乗継
情報やゴールドパス・シルバーパス等の周知を行い、利用
促進を図る
・市主催のイベント、ルートマップ・時刻表の配布等によ
り、利用促進を図る。また、バスロケーションシステムに
よる運行情報の提供を行い利便性向上を図る
・交通事業者と連携を図りながら、イベントの開催や情報
紙の発行などを行い、市民に隣接市へアクセスできること
を周知する
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21
半田・
常滑
（Ａ）

知多半田駅
〜

青山駅前
〜

常滑駅

・関係する自治体と連携を図り、ＰＲ活動
や周知を実施
・誰にでもわかりやすく、利用しやすいダ
イヤの設定、見直しの検討を継続
・高齢者運転免許自主返納促進事業
・バスロケーションシステムを継続実施 Ａ

計画通りの運
行が実施され
ている。

B

目標85000
実績68048
達成率80.1%

昼間時間帯の利用者が
減少が要因の一つと推
察

40.0 29.3 3.3 8.9 44.0 40.2

市境をまたぐ利用がおよそ３割を占め、広域的な路線の役
割を果たしている。知多半田駅及び常滑駅において鉄道線
へ乗り換えるケースが見受けられる。半田市の南部、西部
の市民が常滑駅での乗り換え、通勤や通学のほか、買い物
など様々な日常生活の移動として利用している。 半田市
と常滑市の市街地を結ぶ系統で、鉄道駅を利用する通勤通
学者の他、沿線の学校への通学の足としても機能してい
る。また、常滑市民が半田市域の職場や高校への通勤・通
学の移動手段を確保するため、必要な路線である。

・誰にでもわかりやすく、利用しやすいダイヤの設定、見
直しの検討
・官民合わせた情報発信のほか、路線の継続に向けた取り
組みを推進
・鉄道やバスの相乗効果により利便性を向上し、利用者を
増加させるため鉄道やコミュニティバス等との乗り継ぎが
可能となるダイヤの改善と他事業者との調整
・病院間シャトルバスの休止
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22
半田・
常滑
（Ｎ）

日本福祉大学
〜

知多半田駅
〜

常滑駅

・関係する自治体と連携を図り、ＰＲ活動
や周知を実施
・誰にでもわかりやすく、利用しやすいダ
イヤの設定、見直しの検討を継続
・高齢者運転免許自主返納促進事業
・バスロケーションシステムを継続実施 Ａ

計画通りの運
行が実施され
ている。

B

目標65000
実績59110
達成率90.9%

鉄道駅への通勤利用者
及び通学利用者、駅周
辺施設の利用によるも
のと推察

19.0 22.3 6.2 3.6 40.2 45.8

市境をまたぐ利用がおよそ３割を占め、広域的な路線の役
割を果たしている。知多半田駅及び常滑駅において鉄道線
へ乗り換えるケースが見受けられる。半田市の南部、西部
の市民が常滑駅での乗り換え、通勤や通学に利用している
ほか、日本福祉大学学生が通学のために利用している。半
田市と常滑市の市街地を結ぶ系統で、鉄道駅を利用する通
勤通学者の他、沿線の学校への通学の足としても機能して
いる。また、常滑市民が半田市域の職場や高校、大学への
通勤・通学の移動手段を確保するため、必要な路線であ
る。

・誰にでもわかりやすく、利用しやすいダイヤの設定、見
直しの検討を継続する
・官民合わせた情報発信のほか、路線の継続に向けた取り
組みを推進していく
・鉄道やバスの相乗効果により利便性を向上し、利用者を
増加させるため鉄道やコミュニティバス等との乗り継ぎが
可能となるダイヤの改善と他事業者との調整
・病院間シャトルバスの休止



運営
主体

運行
事業者

運行区間 Ｒ７
計画

Ｒ７
実績

平均
乗車
密度

運行
回数

Ｒ６
実績

Ｒ７
実績

⑥複数市町村を跨ぐ系統/
幹線系統としての役割

⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

輸送量(人) 収支率(％)

№、系統名

①補助対象事
業者等

②事業概要 ③前回（又は類似事業）
の事業評価結果の反映状

況

④事業実施の適
切性

⑤目標・効果達成状況

【計画目標指標：利用者数】

Ａ：達成

Ｂ：未達成

Ｃ：目標の半数にも満たず
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23
横須賀
（Ａ）

大府駅前
〜

尾張横須賀駅

・関係する自治体と連携を図り、ＰＲ活動
や周知を実施
・誰にでもわかりやすく、利用しやすいダ
イヤの設定、見直しの検討を継続
・東海市循環バス路線図に路線バスの路線
や乗り継ぎできるバス停を明示し、時刻表
を配布する際に路線バスの時刻表を併せて
配布

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標58534
実績69062
達成率118.0%

鉄道駅への通勤利用者
及び通学利用者、駅周
辺施設の利用によるも
のと推察

29.7 40.9 4.4 9.3 65.3 67.6

市境をまたぐ利用がおよそ5割弱にのぼり、広域的な路線
の役割を果たしている。 東海市東海市と大府市を結ぶ重
要な公共交通手段であり、鉄道駅での乗り継ぎによる通勤
利用者や東海市・大府市内の高等学校や支援学校への通学
利用者が多い。前年度に比べると、月の利用者数が、ゆる
やかに増加している。大府市、東海市ともに高等学校近く
に停留所があることや、鉄道駅を結ぶことにより、朝夕の
通勤・通学利用者が多い。また、所轄の警察署まで行く手
段でもある。

・誰にでもわかりやすく、利用しやすいダイヤの設定、見
直しの検討を継続する
・名鉄加木屋中ノ池駅の駅前広場に市循環バスのバス停を
新設することに伴うダイヤ改正の際に、横須賀（A）線へ
の乗り継ぎを可能な限り検討するとともに、利用促進対策
を三社で模索する
・横須賀（A）線のPR活動を継続するとともに、路線バス
における利用者増加策を三者で模索する
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24
東ケ丘
団地

巽ケ丘駅前
〜

巽ケ丘駅前（循
環）

・関係する自治体と連携を図り、ＰＲ活動
や周知を実施
・誰にでもわかりやすく、利用しやすいダ
イヤの設定、見直しの検討を継続
・東浦町町行政バス「う・ら・ら」の回数
券を当路線でも利用できるようにしている
ため、回数券共通利用のPRとともに、当
路線の利用促進を実施
・阿久比町のバスマップに東ヶ丘付近の拡
大図を掲載

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標28273
実績31149
達成率110.2%

名鉄巽ケ丘駅への通
勤・通学利用者及びマ
ルス東ヶ丘店へのお買
い物客の利用と推察

29.8 42.6 2.0 21.3 30.6 36.2

市境をまたぐ利用がおよそ9割にのぼり、広域的な路線の
役割を果たしている。東浦町西部の東ヶ丘団地の住民は、
通勤通学に名鉄巽ケ丘駅を利用することが多い。巽ケ丘駅
から鉄道への乗り継ぎ利用が多いと考えられる。その他、
知多市のコミュニティ交通あいあいバスへの乗継ぎも可
能。 阿久比町本町の循環バスとの乗継利用や、高根台在
住の住民に利用されている。

・誰にでもわかりやすく、利用しやすいダイヤの設定、見
直しの検討
・乗り方教室等の利用促進策を講じると共に、名鉄巽ケ丘
駅付近の利用者について交通需要の把握を行い、運行事業
者と協議を行っていきたい
・「巽ケ丘駅西」バス停に、他のバス路線に乗継ぎが可能
であることを周知するチラシを掲示
・地域住民への周知を継続
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25 上野台

共和駅前
〜

上野台
〜

太田川駅前

・関係する自治体と連携を図り、ＰＲ活動
や周知を実施
・誰にでもわかりやすく、利用しやすいダ
イヤの設定、見直しの検討を継続
・東海市循環バス路線図に路線バスの路線
や乗り継ぎできるバス停を明示し、時刻表
を配布する際に路線バスの時刻表を併せて
配布
・市の公共施設へのアクセス案内に路線バ
スでのアクセスを掲載

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標179060
実績186447
達成率104.1%

鉄道駅への通勤利用者
及び通学利用者、駅周
辺施設の利用によるも
のと推察

66.3 85.3 5.4 15.8 87.1 88.7

市境をまたぐ利用がおよそ３割にのぼり、広域的な路線の
役割を果たしている。東海市と大府市を結ぶ重要な公共交
通手段であり、鉄道駅と結ぶことによる通勤・通学利用及
び買い物利用者が多い。大府市、東海市ともに、鉄道駅を
結ぶことにより、通勤・通学及び買い物利用者が多い。

・誰にでもわかりやすく、利用しやすいダイヤの設定、見
直しの検討
・名鉄加木屋中ノ池駅の駅前広場に市循環バスのバス停を
新設することに伴うダイヤ改正の際に上野台線への乗り継
ぎを可能な限り検討するとともに、利用促進対策を三社で
模索する
・上野台線のPR活動を継続するとともに、路線バスにお
ける利用者増加策を三者で模索する
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26 大府

大府駅前
〜

長寿医療セン
ター
〜

げんきの郷

・関係する自治体と連携を図り、ＰＲ活動
や周知を実施
・誰にでもわかりやすく、利用しやすいダ
イヤの設定、見直しの検討を継続
・相互利用促進のため、大府市循環バスの
路線図・時刻表に大府線への乗継箇所を明
示し、公共施設窓口及び市内主要施設へ配
置 Ａ

計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標59621
実績63343
達成率106.2%

国立長寿医療研究セン
ター及びあいち小児保
健医療総合センターへ
の通院、並びにげんき
の郷及びあいち健康プ
ラザの施設利用による
ものと推察

30.0 38.0 3.8 10.0 87.6 78.0

市境をまたぐ利用がおよそ２割弱にのぼり、広域的な路線
の役割を果たしている。朝夕を中心とした通勤・通学に加
え、日中の通院やげんきの郷利用者が多い。東浦町北部の
森岡地区の住民は、通勤通学にJR大府駅を利用することが
多い。

・誰にでもわかりやすく、利用しやすいダイヤの設定、見
直しの検討
・大府線のPR活動を継続するとともに、路線バスにおけ
る利用者増加策を三者で模索
・乗り方教室等の利用促進策を講じると共に、大府駅へ向
かう森岡地区の利用者について、交通需要の把握を行い、
運行事業者と協議を行っていきたい
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あいあ
いバス
（北部
循環
コー
ス）

朝倉駅
〜

朝倉駅（循環）

・バスロケーションシステムを利用者が手
軽に使い始められるよう、バス停にアクセ
ス用のＱＲコードを掲載
・市内イベントに合わせて市広報誌等によ
り公共交通利用促進を実施
 ・バスロケーションシステムの導入（東
海市）
・バスロケーションシステムの周知
・高齢者を対象としたバスロケーションシ
ステム講習会の継続実施

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標62800
実績72873
達成率116.0%

令和２年の路線再編に
より、路線の利便性が
向上し、利用者の増加
につながったため

25.2 31.0 3.2 9.7 6.3 7.0

東海市にある公立西知多総合病院と、阿久比町にあるカネ
スエ阿久比店の利用が多い。また、知多市東部地区の住民
は、隣接する東海市や阿久比町に生活圏があることから、
通院、買い物など日常生活の移動手段として利用されてい
る。乗り継げるバス停が増えたことで、相互利用による住
民の往来が増えている。本町の循環バスとの乗継利用や、
町民の西知多総合病院へのアクセスに利用されている。

・バスロケーションシステムの積極的なＰＲと、システム
を活用した利用実態の把握
・バスの乗り方教室の開催等、バスの利用方法の啓発
・アンケート調査や乗降調査の分析を進め、あいあいバス
との相互利用が可能なダイヤ・ルートを引き続き検討
・バスロケーションシステムについて周知し、利用者の利
便性向上を図る
・町役場において時刻表を配架



運営
主体

運行
事業者

運行区間 Ｒ７
計画

Ｒ７
実績

平均
乗車
密度

運行
回数

Ｒ６
実績

Ｒ７
実績

⑥複数市町村を跨ぐ系統/
幹線系統としての役割

⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

輸送量(人) 収支率(％)

№、系統名

①補助対象事
業者等

②事業概要 ③前回（又は類似事業）
の事業評価結果の反映状

況

④事業実施の適
切性

⑤目標・効果達成状況

【計画目標指標：利用者数】

Ａ：達成

Ｂ：未達成

Ｃ：目標の半数にも満たず
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33 岩倉

岩倉駅
〜

藤島団地
〜

名鉄間内駅

・HP、スマートフォンでの時刻検索シス
テム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・小牧市沿線地区回覧、沿線小中学校、沿
線事業所へのチラシ配布
・路線図、時刻表の配布やHPへの掲載
・市内イベントにおいて啓発活動実施

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標26530
実績37687
達成率142.1%

定期外の利用者数が増
加したため

19.2 20.4 1.7 12.0 42.5 37.0

両地区を跨ぐ利用者の内訳は、通勤定期11.4％、通学定期
2.5％、ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽを利用する高齢者1.3％、現金、
ICSFの定期外84.8％。路線自体の利用者数は減少している
が、市町村を跨ぐ利用者は増加している。小牧市南西部の
北里地区の住民が鉄道駅（岩倉駅、間内駅）へのアクセス
手段として利用していると考えられる。主に小牧市内と岩
倉駅を結ぶアクセス手段として利用していると考えられ
る。

・HP、スマートフォンでの路線・時刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの情報提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲを積極的
に実施し、昼間帯の利用促進を図る
・沿線地区での回覧、沿線小中学校へのチラシ配布等によ
る路線の周知と利用の促進を図るとともに、路線マップや
時刻表等が記載されたチラシの窓口設置やホームページへ
の掲載、イベントでの啓発活動を行う
・利用者数の増加に向け、引き続き利用促進を図る必要が
ある

08津
島・
あま・
弥富

飛
島
村

三
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通
㈱

31

飛島公
共交通
バス
（蟹江
線①）

近鉄蟹江駅前
〜

公民館分館

・運行事業者や関係自治体との協議、地域
公共交通計画に基づき、５年間で掲げた施
策を推進をする
・ふるさとフェスタでのＰＲ活動
・地域公共交通再編のため、住民意見交換
会を開催し、地域の方が望んでいる公共交
通網について検討

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標125000
実績143656
達成率114.9%

通勤利用者数が回復傾
向にあるため

71.6 75.1 4.2 17.9 44.2 41.9

往路復路ともに、近鉄蟹江駅を利用する通勤・通学者が大
多数を占めていると思われる。飛島村在住の利用者をはじ
め、弥富市南部の在住者、また、近鉄蟹江駅前から飛島村
臨海部への通勤者も多く、市町村をまたぐ系統として役割
は大変大きい。十四山地区住民を中心に、名古屋市方面へ
の通勤・通学・買い物等のために近鉄蟹江駅の利用がある
と考えられる。路線付近住民が、近鉄蟹江駅や弥富市、飛
島村へ通勤通学の手段として利用されている。

・地域公共交通計画策定時に実施したアンケート調査等に
基づく令和７年１０月１日から実施する蟹江線・名港線の
ダイヤ改正
・蟹江線と接続する東部ルートについてきんちゃんバスを
運休し、デマンド交通チョイソコやとみを実証運行し、公
共交通網再編を行う
・利用者の幅を広げるため、沿線上のイベントや行事のＰ
Ｒや、他の交通機関との連携を強化
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32

飛島公
共交通
バス
（蟹江
線②）

近鉄蟹江駅前
〜

新政成神社

・運行事業者や関係自治体との協議、地域
公共交通計画に基づき、５年間で掲げた施
策を推進をする
・ふるさとフェスタでのＰＲ活動
・地域公共交通再編のため、住民意見交換
会を開催し、地域の方が望んでいる公共交
通網について検討

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

B

目標35000
実績30182
達成率86.2%

通勤利用者数が回復傾
向にあるため

17.6 18.6 3.8 4.3 44.2 41.9

往路復路ともに、近鉄蟹江駅を利用する通勤・通学者が大
多数を占めていると思われる。飛島村在住の利用者をはじ
め、弥富市南部の在住者、また、近鉄蟹江駅前から飛島村
臨海部への通勤者も多く、市町村をまたぐ系統として役割
は大変大きい。十四山地区住民を中心に、名古屋市方面へ
の通勤・通学・買い物等のために近鉄蟹江駅の利用がある
と考えられる。路線付近住民が、近鉄蟹江駅や弥富市、飛
島村へ通勤通学の手段として利用されている。

・地域公共交通計画策定時に実施したアンケート調査等に
基づく令和７年１０月１日から実施する蟹江線・名港線の
ダイヤ改正
・蟹江線と接続する東部ルートについてきんちゃんバスを
運休し、デマンド交通チョイソコやとみを実証運行し、公
共交通網再編を行う
・利用者の幅を広げるため、沿線上のイベントや行事のＰ
Ｒや、他の交通機関との連携を強化
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9
ふれん
どバス
①

吉良高校
〜

碧南駅

・HP、スマートフォンでの時刻検索シス
テム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・時刻表の配布
・市広報やHPで情報を発信ＰR

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標124763
実績136452
達成率109.4%

通勤定期の利用者数が
増加したため 42.0 51.6 4.3 12.0 23.3 26.6

両地区を跨ぐ利用者の内訳は、通勤定期75.7％、通学定期
0.0％、ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽを利用する高齢者0.0％、現金、
ICSFの定期外24.3％。路線自体の利用者数は増加し、市町
村を跨ぐ利用者も増加している。住宅地と駅や学校を結ぶ
バスとして、市を跨いだ通勤通学に大きな役割を果たして
いると考えられる。地域外からの一色高校、吉良高校、碧
南高校への通学利用の他、沿線地域の住民が鉄道を利用す
る際に吉良吉田駅・碧南駅までの広域的な利用が見られ
る。

・HP、スマートフォンでの路線・時刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの情報提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲを積極的
に実施し、昼間帯の利用促進を図る
・碧南市公共交通マップへの掲載
・割引制度等のホームページ掲載によるわかりやすい情報
提供
・サイクル＆バスライドの推進
・公共交通マップ、総合時刻表作成
・「いこまいかー」や「相乗りタクシー」といった他の交
通モードから乗り継ぎ利用ができるということのPR
・増加傾向にある外国籍住民を対象にした多言語対応のパ
ンフレット配布
・乗り方教室等を通じたバス利用のＰＲ
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10
ふれん
どバス
②

吉良高校
〜

碧南高校

・HP、スマートフォンでの時刻検索シス
テム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・時刻表の配布
・市広報やHPで情報を発信ＰＲ

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標136960
実績178343
達成率130.2%

通勤定期の利用者数が
増加したため 51.4 58.4 5.9 9.9 31.4 33.8

両地区を跨ぐ利用者の内訳は、通勤定期74.8％、通学定期
0.0％、ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽを利用する高齢者0.0％、現金、
ICSFの定期外25.2％。路線自体の利用者数は減少している
が、市町村を跨ぐ利用者は増加している。住宅地と駅や学
校を結ぶバスとして、市を跨いだ通勤通学に大きな役割を
果たしていると考えられる。地域外からの一色高校、吉良
高校、碧南高校への通学利用の他、沿線地域の住民が鉄道
を利用する際に吉良吉田駅・碧南駅までの広域的な利用が
見られる。

・都市間の交流を促進するために必要な路線であるため、
豊田市と協調して維持及び改善を図っていく必要がある。
・公共交通マップへの掲載。
・割引制度等のホームページ掲載によるわかりやすい情報
提供。
・サイクル＆バスライドの推進。
・公共交通マップ、総合時刻表作成
・「いこまいかー」や「相乗りタクシー」といった他の交
通モードから乗り継ぎ利用ができるということのPR
・外国籍住民を対象にした多言語対応のパンフレット配布
・乗り方教室等を通じたバス利用のＰＲ



運営
主体

運行
事業者

運行区間 Ｒ７
計画

Ｒ７
実績

平均
乗車
密度

運行
回数

Ｒ６
実績

Ｒ７
実績

⑥複数市町村を跨ぐ系統/
幹線系統としての役割

⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

輸送量(人) 収支率(％)

№、系統名

①補助対象事
業者等

②事業概要 ③前回（又は類似事業）
の事業評価結果の反映状

況

④事業実施の適
切性

⑤目標・効果達成状況

【計画目標指標：利用者数】

Ａ：達成

Ｂ：未達成

Ｃ：目標の半数にも満たず

10豊田
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3 矢並

豊田市
〜

矢並区民会館前
〜

足助

・HP、スマートフォンでの時刻検索シス
テム提供
・バスロケーションシステムの提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・路線情報を市バスマップ、市HPに掲載 Ａ

計画通りの運
行が実施され
ている。

A

目標115108
実績126195
達成率109.6%

通学定期の利用者数が
増加したため

39.2 50.4 4.5 11.2 40.6 45.6

両地区を跨ぐ利用者の内訳は、通勤定期21.6％、通学定期
48.6％、ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｽを利用する高齢者1.4％、現
金、ＩＣＳＦの定期外28.4％。路線自体の利用者数は増加
し、市町村を跨ぐ利用者も増加している。地区を跨いでの
移動をする利用者が多く、学生、観光客を中心に豊田市街
地への移動手段としての役割が大きい。

・HP、スマートフォンでの路線・時刻検索システム提供
・バスロケーションシステムの情報提供
・コンテンツプロバイダへのデータ提供
・高齢者用定期券ゴールド・シルバーパスのＰＲを積極的
に実施し、昼間帯の利用促進を図る
・豊田市バスマップに当該路線の情報を掲載し、利用促進
を図る

11新城 豊
鉄
バ
ス
㈱

豊
鉄
バ
ス
㈱

12 作手
新城富永

〜
作手高里

・沿線市と協力して、バスマップの発行、
配布を行い周知した
 ・バスマップを発行し市内主要施設に設
置し周知を図った
・作手地域の観光地へ行き方への乗り換え
案内

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

B

目標58639
実績44679
達成率76.2%

定期利用者の減少

20.1 18.9 3.1 6.1 62.7 57.4

旧市村を跨いでの利用が利用者の９割以上を占め、広域的
な路線の役割を果たしていると考えられる。これらの利用
者は、新城有教館高校、新城有教館高校作手校舎への通学
利用者や新城市民病院への通院や新城駅への鉄道利用者が
大部分と考えられる。旧新城市から有教館高校作手校舎へ
の通学、旧作手村から旧新城市内又は豊橋市、豊川市の高
校への通学及び新城市民病院への通院に利用されている。

・令和7年3月に導入した交通系ＩＣカードのＰＲに努め、
利用者利便性向上を図る
・作手地域住民との意見交換を通し、利便性向上のための
方法を検討
・１日乗車券等お得な乗車券の周知

11新城

豊
鉄
バ
ス
㈱

豊
鉄
バ
ス
㈱

13
田口新
城

新城富永
〜

設楽町役場

・ゾーン制運賃の導入や設楽町役場への延
伸などを実施
・ 新城市運行経路がほぼ同じである一路
線を廃止し、本路線への利用の統一を図っ
た
・廃止路線の代替路線として、実証実験を
経て区域内デマンドバスの本格運行を始め
たことで、幹線へつなぐ交通手段を確保
・地域住民を中心に、独自のバスツアーを
計画し、新たな利用者の確保を図った

Ａ
計画通りの運
行が実施され
ている。

B

目標47941
実績47233
達成率98.5%

定期外利用者の減少 31.1 11.5 1.3 8.9 25.9 11.2

旧市町を跨いでの利用が利用者の４割以上を占め、広域的
な路線の役割を果たしていると考えられる。これらの利用
者は、田口高校、新城有教館高校への通学利用者や新城市
民病院への通院や本長篠駅への鉄道利用者が大部分と考え
られる。旧鳳来町在住の高校生の新城有教館高校への通学
手段の一つとして利用されていると考える。また、旧新城
市と旧鳳来町、設楽町間の通勤や買い物、観光などに利用
されている。設楽町在住高校生の新城有教館高校への通学
手段が主な利用と考える。また、静巌堂医院及び新城市民
病等、医療機関への通院や大手スーパーへの買い物にも利
用されている。

・通学利用者の利便性を高めるため、最終便の繰り下げな
どを実施
・令和7年3月に導入した交通系ＩＣカードのＰＲに努め、
利用者利便性向上を図る
・本長篠駅周辺の公共交通案内の分かりにくさの改善のた
め、デジタルサイネージの整備を行う
・待合環境を整えるため、田口バス停の改修を実施（R8.3
完了予定）
・通学環境を整えるため、最終便の時間延長を行うダイヤ
改正を実施（R8.4〜実施予定）



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

鉄軌道網の整備が進み基幹的公共交通網は維持されているが、自動車分担率が高い地域であることを踏まえ
た上で、複数市町村を跨ぐ広域的・幹線的な公共交通網の維持・確保を図る。
実施に当たっては、乗合バス事業者等運営主体と沿線市町村が協力して目標設定、利用促進、利便性・生産
性向上検討を行い、事業評価にあたっても、運営主体、沿線市町村が情報交換、意見交換を行って、路線の
状況を共有する。

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

協議会名： 愛知県地域公共交通協議会 バス対策部会

評価対象事業名： 陸上交通に係る地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統）


